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「５ そう思う」…５点、   「４ どちらかと言えばそう思う」…４点   「３ どちらともいえない」…３点 
「２ どちらかと言えばそう思わない」…２点   「１ そう思わない」…１点 
質問 質問内容 
平均 標準偏差 




春 4.46 4.47 4.47 4.49 4.45 0.34 0.33 0.34 0.29 0.34 




春 4.46 4.47 4.47 4.49 4.45 0.34 0.34 0.34 0.30 0.33 




春 4.40 4.41 4.39 4.41 4.37 0.35 0.33 0.33 0.31 0.32 




春 4.32 4.32 4.33 ― ― 0.41 0.40 0.40 ― ― 




春 4.49 4.50 4.50 4.53 4.50 0.36 0.35 0.35 0.31 0.34 




春 4.37 4.39 4.37 4.39 4.35 0.38 0.36 0.38 0.34 0.36 




春 4.28 4.27 4.26 4.27 4.22 0.34 0.33 0.35 0.33 0.32 




春 4.00 4.00 3.99 3.99 3.94 0.42 0.40 0.41 0.41 0.40 




春 4.00 4.00 3.97 3.99 3.93 0.38 0.36 0.37 0.37 0.37 




春 4.33 4.34 4.31 4.34 4.30 0.38 0.36 0.38 0.35 0.38 




春 4.09 4.14 4.10 4.16 4.11 0.49 0.45 0.48 0.42 0.44 
秋 4.12 4.15 4.17 4.24 4.19 0.47 0.45 0.43 0.42 0.41 
Q12 全体として、この授業を受けてよかった 
春 4.36 4.38 4.36 4.41 4.38 0.41 0.40 0.43 0.36 0.38 




春 4.52 4.56 4.59 4.59 4.57 0.28 0.25 0.26 0.25 0.26 




春 2.88 2.78 2.85 ― ― 0.61 0.65 0.65 ― ― 
秋 2.96 2.83 2.91 ― ― 0.66 0.68 0.67 ― ― 
全質問合計（Q13、Q14 を除く） 
春 4.30 4.31 4.29 4.32 4.27 0.33 0.32 0.33 0.30 0.32 









の縮小は、外れ値とみなさる授業（15秋が 3,65未満、16秋は 3.64未満）が、30から 19に減
ったことの影響であり、四分位範囲 IQR は 15 秋の 0.390 から 0.408 へと拡大していますので、
必ずしも授業間での差異が解消に向かったと言い切れない部分もありそうです。 
また、Q11 興味関心の向上は平均が低下するとともに、標準偏差の拡大が見られます。母平均
の差の検定（片側検定/対立仮説:「2016秋」<「2015 秋」）では P値 0.0503（≧.05）と有意差
は確認できませんが、好ましい状況ではありません。今後の注意が必要と思われます。 
注） Q13、Q14の 2項目は、選択肢の構造が他の 12項目と異なるため、別に扱うことにいたします。 




























































前掲の表に示す通り、Q7授業に臨む姿勢は平均が 4.2ポイント台後半（過去 4回は 4.27
→4.28→4.28→4.28）を維持しているのに対して、Q8 質問・調査努力と Q9 目標達成は、






心の向上であり、3 年前（13 年度）に比べると 0.12 ポイントも低下しています。「興味関
心は自ら努力して達成した中に生まれる」というのが基本的なメカニズムと想定すると、
教える側の仕事として、学生が当座の目的を達成するのを支えるだけでは満たされないも
のがあるはずです。ここでも Q8 質問・調査努力の改善をどう図るかが問われています。 
























偏相関行列 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 
Q1 教員目標明示 .435 .191 .136 .051 .044 .025 -.016 .030 .092 .009 
Q2 教員努力 .435 .200 .059 .260 .102 .071 -.028 -.010 .045 .043 
Q3 教員シラバス対応 .191 .200 .156 .105 .134 .060 -.046 .024 .020 .012 
Q4 課題、準備・復習指示 .136 .059 .156 .234 .098 -.020 .188 .009 .027 -.050 
Q5 教員質問相談対応 .051 .260 .105 .234 .152 .039 .020 -.022 .072 .021 
Q6 教材・教具効果 .044 .102 .134 .098 .152 .065 -.033 .028 .066 .132 
Q7 授業に臨む姿勢 .025 .071 .060 -.020 .039 .065 .304 .260 .099 .083 
Q8 質問・調査努力 -.016 -.028 -.046 .188 .020 -.033 .304 .322 .056 .092 
Q9 目標達成 .030 -.010 .024 .009 -.022 .028 .260 .322 .119 .209 
Q10 有用性 .092 .045 .020 .027 .072 .066 .099 .056 .119 .363 






目的変数＝Q8 質問・調査努力 偏回帰係数の有意性の検定 目的変数との相関 
変 数 偏回帰係数 F 値 t 値 P 値 単相関 偏相関 
Q1 教員目標明示 0.109 108.326 10.408 p < 0.001 0.466 0.060 
Q2 教員努力 0.082 52.612 7.253 p < 0.001 0.474 0.042 
Q3 教員シラバス対応 0.016 2.942 1.715 0.0863 0.431 0.010 
Q4 課題、準備・復習指示 0.292 1548.898 39.356 p < 0.001 0.517 0.221 
Q5 教員質問相談対応 0.119 164.725 12.835 p < 0.001 0.472 0.074 
Q6 教材・教具効果 0.128 372.840 19.309 p < 0.001 0.447 0.111 
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の区分は中央値が 4.0 に達しておらず、当期のやり方を大きく改める必要がありそうです。 














全学 1年 2年 3年 4年


















































































































































































全学 1年 2年 3年 4年
15春 15秋 16春 16秋学期
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全学 1年 2年 3年 4年




















は Q7 授業に臨む姿勢と Q8 質問・調査努力の 2 項目であり、到達目標を達成できれば、Q11 興味



























全学 1年 2年 3年 4年
15春 15秋 16春 16秋学期
偏相関行列 Q7授業に臨む… Q8質問・調査… Q9目標達成 Q10有用性 Q11興味関心… Q12総合評価
Q7授業に臨む姿勢 0.4682 0.2192 0.0770 0.0648 0.2679
Q8質問・調査努力 0.4682 0.2811 0.1438 0.0125 -0.0746
Q9目標達成 0.2192 0.2811 0.1800 0.2719 -0.0851
Q10有用性 0.0770 0.1438 0.1800 -0.1311 0.5335
Q11興味関心の向上 0.0648 0.0125 0.2719 -0.1311 0.5881

































す。Q12 総合評価との相関係数は春学期の 0.745 をさらに上回り 0.752 と高い値です。多くの学
生にとって「履修してよかった」と「今後の学習活動や人生に活きる」はほぼ同義、と考えられ
るのは前回までと同じです。また、Q11 との高相関からは「学習内容の有用性に気づいたことで興
味関心を高めた」というストーリーも想定できそうですが、Q11 と Q10 の中央値における差は小
さくなく、学問としての面白さを感じるより、役に立つかどうかの認識が先行するのかもしれま




































全学 1年 2年 3年 4年
15春 15秋 16春 16秋学期
3.84 3.84 















全学 1年 2年 3年 4年










































全学 1年 2年 3年 4年







































































































































































全学 1年 2年 3年 4年












































じめて 2.5 に達しました。大雑把に言えば、4 分の 3 の授業で授業 1 回あたり 30 分程度（「31 分
以上 60分未満」と「1分以上 30 分未満」の境界）の平均学習時間が確保されるようになったと考






とにみると、左端から 7区分では中央値が 3.0に達しており比較的良好のようです。 
2.29 2.33 












全学 1年 2年 3年 4年






































































































































男性 13,208 4.39 0.77 +0.079
女性 14,914 4.31 0.77 +0.102
総計 30,148 4.35 0.78 p < 0.001
男性 13,206 4.38 0.78 +0.059
女性 14,913 4.32 0.77 +0.076
総計 30,143 4.35 0.78 p < 0.001
男性 13,208 4.36 0.79 +0.063
女性 14,905 4.30 0.77 +0.081
総計 30,140 4.33 0.78 p < 0.001
男性 13,215 4.24 0.89 +0.125
女性 14,908 4.11 0.91 +0.138
総計 30,150 4.17 0.91 p < 0.001
男性 13,209 4.39 0.80 +0.053
女性 14,906 4.34 0.80 +0.066
総計 30,142 4.36 0.80 p < 0.001
男性 13,205 4.27 0.95 +0.112
女性 14,902 4.16 0.98 +0.115
総計 30,130 4.21 0.97 p < 0.001
男性 13,210 4.18 0.86 +0.051
女性 14,903 4.13 0.81 +0.061
総計 30,137 4.15 0.84 p < 0.001
男性 13,211 3.93 0.98 +0.127
女性 14,903 3.80 0.94 +0.132
総計 30,137 3.87 0.97 p < 0.001
男性 13,211 3.98 0.90 +0.138
女性 14,904 3.84 0.85 +0.157
総計 30,140 3.91 0.88 p < 0.001
男性 13,206 4.24 0.86 +0.070
女性 14,901 4.17 0.87 +0.080
総計 30,136 4.21 0.87 p < 0.001
男性 13,206 4.02 0.98 +0.114
女性 14,905 3.91 0.99 +0.115
総計 30,137 3.97 0.99 p < 0.001
男性 13,177 4.27 0.89 +0.067
女性 14,872 4.20 0.91 +0.075
総計 30,071 4.23 0.90 p < 0.001
男性 13,198 4.38 0.75  -0.124
女性 14,890 4.51 0.71  -0.169
総計 30,110 4.44 0.74 p < 0.001
男性 13,199 2.81 1.22 +0.207
女性 14,897 2.60 1.19 +0.170





























科目区分 授業数 実施数 実施率
02 Ⅰ類（学びの窓口） 55 55 100.0%
09 人間環境学科 34 34 100.0%
11 人間科学科 44 44 100.0%
12 心理社会学部共通 4 4 100.0%
15 教育人間学科 57 57 100.0%
18 地域創生学科 5 5 100.0%
19 第Ⅱ類科目（学部共通） 16 16 100.0%
14 人文学科・日本文学科 86 84 97.7%
03 Ⅰ類（学びの技法） 238 229 96.2%
15 歴史学科 109 104 95.4%
17 表現文化学科（表現学部） 141 134 95.0%
08 社会福祉学科 74 69 93.2%
07 仏教学科 132 122 92.4%
10 臨床心理学科 54 49 90.7%
20 第Ⅲ類科目 61 54 88.5%
05 基盤教育 8 7 87.5%
06 基盤・専門融合教育 7 5 71.4%
計 1125 1072 95.3%
852
■大学院８科目
科目区分 授業数 実施数 実施率
05 院社会福祉学専攻（修士） 5 5 100.0%
06 院人間科学専攻（修士） 5 5 100.0%
08 院宗教学専攻（修士・博士） 5 5 100.0%
04 院臨床心理学専攻（修士） 18 17 94.4%
01 院仏教学専攻（修士・博士） 31 29 93.5%
02 院史学専攻（修士・博士） 12 11 91.7%
03 院国文学専攻（修士・博士） 6 5 83.3%
07 院比較文化専攻（修士・博士） 3 2 66.7%
計 85 79 92.9%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
24
参考資料1-2．アンケート実施率（学部）　2005年度春学期～2016年度秋学期
年度 学期 回収率 回収数 開講講座数
2005年度 春学期 86.0% 773 899
2005年度 秋学期 83.9% 705 840
2006年度 春学期 70.2% 817 1163
2006年度 秋学期 83.3% 749 899
2007年度 春学期 92.1% 793 861
2007年度 秋学期 89.1% 725 814
2008年度 春学期 92.7% 789 851
2008年度 秋学期 87.3% 714 818
2009年度 春学期 90.9% 777 855
2009年度 秋学期 87.4% 706 808
2010年度 春学期 91.9% 839 913
2010年度 秋学期 92.9% 793 854
2011年度 春学期 92.8% 852 918
2011年度 秋学期 91.8% 812 885
2012年度 春学期 89.6% 844 942
2012年度 秋学期 81.9% 799 975
2013年度 春学期 94.4% 913 967
2013年度 秋学期 92.9% 848 913
2014年度 春学期 96.3% 1009 1048
2014年度 秋学期 94.3% 985 1045
2015年度 春学期 96.3% 1049 1089
2015年度 秋学期 92.4% 1040 1125
2016年度 春学期 96.3% 1123 1166


























































































































































教室環境分かりづらいはや プリント・ 資料聞きにくい●映像・ 映画レポート・ 課題時間 板書 ●解説動画字が読みにくいテスト教科書・ テキスト
仏教学部 人間学部 文学部 表現学部
心理社会学部 地域創生学部 （該当外）









●楽しい・面白い ●分かりやすい 教室環境 分かりづらい はやい














教室環境分かりづらいはや プリント・ 資料聞きにくい●映像・ 映画レポート・ 課題時間 板書 ●解説動画字が読みにくいテスト教科書・ テキスト
1～3人 4～9人 10～27人 28～81人 82人～







●楽しい・面白い ●分かりやすい 教室環境 分かりづらい はやい














教室環境分かりづらいはや プリント・ 資料聞きにくい●映像・ 映画レポート・ 課題時間 板書 ●解説動画字が読みにくいテスト教科書・ テキスト
1年 2年 3年 4年 その他







●楽しい・面白い ●分かりやすい 教室環境 分かりづらい はやい
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2015秋 2016春 2016秋 2016秋全学
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